
京都府南丹家畜保健衛生所TEL：0771-42-3308（夜間・休日も転送機能で連絡可能）

北海道の養鶏場で高病原性鳥インフルエンザが
発生（今シーズン２例目）！

➢ ＨＰＡＩウイルスは、国内北から南までに侵入しています。

➢ 消石灰散布・入場時の消毒等、予防対策を徹底してください。

＜ 野鳥＞
北海道；苫小牧、根室、

浦幌、千歳
宮崎県：日南、延岡

ＨＰＡＩｳｲﾙｽ検出。

高病原性鳥インフルエンザ発生状況（令和７年シーズン）

シーズン 発生件数 殺処分羽数 初発事例

Ｒ６ １４道県５１事例 ９３２万羽 Ｒ６．１０．１７（北海道）

Ｒ５ １０道県１１事例 ８６万羽 Ｒ５．１１．２５（佐賀県）

Ｒ４ ２６道県８４事例 １，７７１万羽 Ｒ４．１０．２８（岡山県）

Ｒ３ １２道県２５事例 １８９万羽 Ｒ３．１１．１０（秋田県）

Ｒ２ １８道県５２事例 ９８７万羽 Ｒ２．１１．  ５（香川県）

〈 １例目 白老町 採卵鶏 45.2万羽
 現在、防疫作業実施中）

確 認 日：１１月２日  
  所 在 地：北海道恵庭市
  飼養状況：約２３．６万羽（採卵鶏）

家きん飼養農場国内２例目

・衛生管理区域内に入る車両の

消毒！

・野生動物侵入防止対策の徹底！

・鶏舎出入口や周辺の消毒徹底！

・対策の点検・補修・改善！

・毎日の健康観察！

・早期発見、早期通報！

【発生予防対策のポイント】
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